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特集 化粧品開発最前線

ことを目的に、化粧品に関連する多種多

様な原料から、製造、技術、容器・包装、

サービス等が一堂に介し、国内外の化粧

品産業へ一歩先の素材や技術を発信する

格好の機会として定着している。一般の

展示会と異なり、化粧品原料関連団体の

主催する非営利の展示会である点が大き

な特徴。会場の小間ブースは、公平に展

示の場を提供するため、小間数毎にフロ

アプランを設計している。小間位置につ

いても、カテゴリー別などに分けること

―― CITE JAPANについて。
今回12回目を迎えるCITE JAPAN（化粧

品産業技術展）は、国内外の主要な化粧

品のトレンドが集結するイベントとして、

2003年に出展社数122社・団体、技術発表

数38本でスタート以降、隔年で開催して

いる。隔年開催の理由は、化粧品業界が

新たな知見を出すための期間を考慮した

もの。第5回目となった2011年より化粧品

原料協会と近畿化粧品原料協会が連合し

て主催し、化粧品業界の発展に寄与する

望の事業者に分け与えるため、最大小間

数の設定を20小間から12小間に変更し、

展示会場の通路も可能なだけ狭くできる

部分を狭くした。従来からの出展社に加

え、化粧品業界への新規参入事業者の出

展が増加している。

―― 異業種含む来場者に一言。
CITE JAPANは、第1回開催から、「より

よい化粧品を作りたい」という想いで“J・

Beauty”の知の集結をコアに拡大を続けて

きた。昨今の化粧品業界は、医薬品レベ

ルの無人化工場を稼働させている国もあ

るなど、原料や製造のクオリティが世界

的に向上してきている。日本国内を見る

と、円安ドル高、為替による原料・資材

の高騰などの影響を受け、厳しい状況が

続く中、これまでもサステナビリティや

ナチュラル志向、SDGs、動物実験の禁止

など世界的なトレンドを考慮しながら発

展してきた。消費者のニーズも、白粉の

ように塗布して隠す概念ではなく、老化

細胞の除去など根本要因に着目した新た

な化粧品開発に注目が集まるなど、“美と

健康”が繋がってきている。化粧品や健康

食品など、“美と健康”のヘルスケア関連

事業を展開する事業者には、新たな“J・

Beauty”創出のオープンイノベーションの

場として活用してほしい。

なく、全出展社参加による抽選で決定す

るなど、来場者が会場の隅々まで見てま

われるよう配慮している。

―― 今回の傾向や見どころについて。
今年のCITE JAPANは、統一テーマ“Next 

Step for Cosmetic Ingredients & Technology 

～ The Worldwide New Trend～”の下、過

去最大規模となる1,273小間405社（3月28

日現在）で開催される。展示ブースだけで

なく、毎回、目玉として国内外から注目

の高い技術発表も過去最多となる211本を

予定。海外出展社73社も過去最大（前回47

社）で、中国をはじめ、韓国、台湾、アメ

リカ、イギリス、ドイツ、イタリアなど

アジア、欧米からの出展がみられ、グロー

バルな展示会としても評価されている。

従来からの相違点は、前回開催の2023

年5月から10月までの間で、今回の出展

申込が一杯となり、約90社のキャンセル

待ちが発生するなど、通常の倍のスピー

ドで出展申込があった点。主催側として、

限られた展示ホールを、少しでも出展希
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化粧品産業で世界屈指の規模
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化粧品産業の最新トレンドが一堂に
集う「第12回CITE JAPAN 2025」
が5月14日（水）から16日（金）まで
の3日間、パシフィコ横浜で開催され
る。業界団体主催による非営利の展示
会としては国内最大で、今回は過去最
大規模となる1,273小間405社、技
術発表211本を予定。主催する日本化
粧品原料協会連合会会長の岩瀬由典氏
を取材した。

アルロン酸が

68万1,000――

のほか、細胞

の活性因子を

多数含む。

全ての製品は、鳥取県境港市にある化

粧品受託工場「エンチーム弓ヶ浜工場」で

製造しており、美容液やクリーム、エッ

センス、ローションなど各種オリジナル

コスメの提供が可能だ。国内外からの引

き合いは多く、化粧品事業への新規参入

や、新商品開発などのトータルサポート

に定評がある。

亘る研究を経て開発したもの。生物由来

原料基準の項目を含め、HIV1，2（エイズ）、

CMV（サイトメガロウイルス）、HBV（B型

肝炎ウイルス）、HTLV-1（ヒトT細胞白血

病ウイルスⅠ型）、HCV（C型肝炎ウイル

ス）、ParvoB19（ヒトパルボウイルスB19）、

FTA-ABS（梅毒検査）、EBウイルス（伝染性

単核症）のウイルス否定試験を実施済みの

ヒ ト 脂 肪 由 来 幹 細 胞 を、ISO6（クラス

1000）で清浄度管理された細胞培養室で培

養。『Phicello』に含まれる主な成長因子（実

測値：単位qg/mL）は、VEGFが3,500、HGF

が6,220、EGFが5,900、TGF-β1が2700、ヒ

国内製造のヒト脂肪由来幹細胞順化培養

液『Phicello（ファイセロ）』、ヒト脂肪間

質細胞エクソソーム『Phisome（ファイソ

ーム）』、ヒト毛根細胞順化培養液『Phicello 

Mou（ファイセロモウ）』―― の3点を配

合する点が最大の強み。この3点は、液体

培地の培養評価技術を基に、東京大学や

金沢医科大学との研究実績を持つ東証プ

ライム上場企業の㈱フコクが20年以上に

化粧品受託メーカーのエンチーム㈱（大

阪市北区）は、美容・エステ業界向けを中

心に体感性の高い、リピート率向上に寄

与 す るPB・OEM供 給 で40年 以 上、 累 計

2,000品超の実績を持つ。国内製の幹細胞

培養液配合コスメでは、国内展開11年の

実績を持ち、エクソソーム配合コスメの

提案も好評だ。

同社のヒト幹細胞培養液配合コスメは、

化粧品PB・OEM実績40年超、各種オリジナルコスメを提供
国内製造のヒト脂肪由来幹細胞順化培養液配合コスメに強み
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